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A-１　回答用マークシート
今回利用したマークシート。これを利用することにより、データエンコード時間の大幅な短縮を
実現できた。
スキャナで画像化したデータに対して、専用のソフトで、エンコードする再に、エラーの処理を
行う。
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A-２　調査票
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A-３　単純集計表
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